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平成 29 年度 9 月補正予算の概要 
 

平 成 2 9 年 8 月 2 4 日

富 谷 市

 

【一般会計】 

《歳  入》 普通交付税の算定に伴い、普通交付税及び臨時財政対策債等を調製するとともに、

平成２８年度決算に伴う剰余金（繰越金）及び新たに補助枠が認められた社会資本

整備総合交付金や、小規模保育設置促進事業補助金について予算計上するもの。 

 

《歳  出》  待機児童対策として、小規模保育室整備に係る補助金や保育士確保に係る所要額の

計上に加え、J-アラート新型受信機の整備、各種維持補修経費等を計上するもの。

 

 

１ 補正予算の規模について 

 （１）一般会計        98,378 千円を増額  補正後の額  13,054,365 千円 

 （２）国民健康保険特別会計   48,477 千円を増額  補正後の額   4,523,998 千円 

 （３）下水道事業特別会計        349 千円を増額  補正後の額     885,109 千円 

 （４）介護保険特別会計      34,629 千円を増額  補正後の額   2,631,775 千円 

 （５）後期高齢者医療特別会計  7,652 千円を増額  補正後の額     314,264 千円 

 （６）水道事業会計（債務負担行為設定のみ） 

 

２ 一般会計歳入歳出について                                             (単位：千円) 

歳入（款）    補正額 歳出（款）   補正額 

9 地方特例交付金   3,281 1 議会費      65

10 地方交付税     △141,277 2 総務費 6,298

14 国庫支出金     79,881 3 民生費      61,104

15 県支出金      44,425 4 衛生費      1,830

16 財産収入      468 5 労働費      262

18 繰入金       △57,914 6 農林水産業費   2,458

19 繰越金       262,308 8 土木費      16,579

20 諸収入       2,316 9 消防費      2,594

21 市債        △95,110 10 教育費      7,188

歳入合計 98,378 歳出合計 98,378

 

３ 一般会計（歳出）の主な補正内容について 

 

（１）待機児童対策① ４７，２５０千円  

     待機児童の受け入れ先となる施設（小規模保育室）整備を図るため、県の「子育て支援

対策臨時特例基金」を財源とする「小規模保育設置促進事業費補助金」を計上するもの。 
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（２）待機児童対策② ５，９４０千円 

      市立保育所の保育士不足解消のため、保育士派遣に係る手数料を計上するもの。 

 

 

  （３）J-アラート新型受信機整備  ２，８６２千円 

      消防庁からの要請に基づき、全国瞬時警報システム（J－アラート）受信機を更新する

もの。 

 

 

  （４）市道成田環状２号線舗装工事 １５，８１１千円 

      社会資本整備総合交付金の増額が認められたため、修繕対象路線を追加するもの。 

 

 

  （５）みやぎミュージックフェスタ実行委員会開催経費 ４２０千円 

      「みやぎミュージックフェスタ２０１７in とみや」開催にあたり、実行委員会への補

助金を交付するもの。 

 

 

  （６）各種維持補修対応（老朽備品更新含む） ２０，２８９千円 

    公共施設及び道路等の維持補修費等について、所要額を計上するもの。 

    《内訳》 

① 庁舎会議室設備備品更新 １，１１７千円 

② 保育所施設修繕及び備品更新 ３６１千円 

③ 市道補修 １３，２２０千円 

④ 公園及び緑地内支障木伐採 ２，５００千円 

⑤ 小学校施設修繕 ３，０９１千円 

      


